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「新型コロナ感染拡大準備情報」発出のお知らせ 

～患者が増加傾向にあります～ 
 
１ 概要 

感染症発生動向調査による本県の新型コロナウイルス感染症（以下 COVID-19）定点からの報告数が、

2025 年第 26 週（６月 23～29 日）に定点当たり 11.22 人（定点医療機関 45 ヵ所、報告数 505 人）とな

り、患者が増加傾向にあるため（図１）、県では本県独自の「新型コロナ感染拡大準備情報」を発出し

ます（※）。なお、「新型コロナ感染拡大準備情報」の発出は、2024 年 12 月の運用開始以降、初めて

となります。 
COVID-19 は感染力が強く、集団生活の場では依然として感染が拡大しやすい感染症です。多くは軽

症のまま回復されますが、高齢者や基礎疾患のある方においては重症化しやすく、入院患者についても

増加傾向にあることから、医療機関及び高齢者施設等に対し、別添１及び２のとおり感染拡大へ備える

よう通知をしております。マスコミの皆様には、受診や面会等で医療機関や高齢者施設を訪問する際の

注意点について、県民への周知にご協力いただきますようお願いします。 
また、１歳未満の乳幼児の入院例も報告されております。乳幼児において呼吸器症状が続く場合は経

過を観察しながら、必要に応じてかかりつけ医等へご相談いただきますよう、併せて周知の程よろしく

お願いいたします。 
※COVID-19 の感染症発生動向調査システムにおける警報・注意報の発令基準値は、国において現時点

では設定されておりません。そのため、本県では当面の間、前 13 週の定点当たり報告数の平均と標準

偏差（SD）を算出し、当該週の報告数が平均＋２SD を上回った場合に、医療機関の状況等も確認の上、

「新型コロナ感染拡大準備情報」を発出することとしています。 
 
２ COVID-19 の流行状況 
 感染症発生動向調査では、県内の 45 定点医療機関（小児科定点:25、内科定点:20）の協力を得て、患

者情報を週単位で収集し、全国約 3,000 カ所の定点情報と併せて分析し、県民及び医療機関に情報を提

供しています。 
第 26 週に報告された COVID-19 の年齢別では、60 歳以上が 230 人（45.5%）と最も多く、次いで 50

～59 歳が 57 名（11.3%）、40～49 歳が 50 名（9.9%）となっています（表１）。 
第 26 週における保健所別の定点当たり患者報告数は、南部保健所 14.50 人で最も多く、次いで中部保

健所 14.00 人、那覇市保健所 8.30 人、北部保健所 7.80 人、宮古保健所 6.50 人、八重山保健所 4.67 人の

順となっています（表２）。 

 また、県内７カ所の定点医療機関より報告される入院患者数は、第 26 週で 71 人となっており、80 歳以

上が 37 人（52.1%）と最も多く、次いで 70～79 歳が 17 人（23.9%）、60～69 歳が５人（7.0%）となって

います。なお、１歳未満は第 23 週に５人、第 24 週に３人、第 25 週に１人、第 26 週に２人が報告されて

います（図２）。 



図１：県内の定点当たり患者報告数の推移（2023 年第 19 週以降） 

 

表１：県内の年齢階級別報告数（第 26 週） 

年齢群 0 歳 1～4 
歳 

5～9 
歳 

10～14 
歳 

15～19 
歳 

20～29 
歳 

30～39 
歳 

40～49 
歳 

50～59 
歳 

60 歳 
以上 合計 

患者数 

（%） 

15 

（3.0） 

15 

（3.0） 

14 

（2.8） 

16 

（3.2） 

18 

（3.6） 

44 

（8.7） 

46 

（9.1） 

50 

（9.9） 

57 

（11.3） 

230 

（45.5） 

505 

（100） 

 

表２：県内及び全国の定点当たりの患者報告数（直近の７週間） 

 週 
20 週 

5/12~5/18 

21 週 

5/19~5/25 

22 週 

5/26~6/1 

23 週 

6/2~6/8 

24 週 

6/9~6/15 

25 週 

6/16~6/22 

26 週 

6/23~6/29 

県 
患者数 89  87  124  176  175  264  505 

定点当 1.98  1.93  2.76  3.91  3.89  5.87  11.22 

保
健
所
□
定
点
当
□ 

北部 1.00  1.20  1.80  1.60  1.40  1.80  7.80 
中部 1.08  1.62  1.46  3.38  3.38  5.77  14.00 
南部 3.75  3.25  4.92  6.00  5.67  8.08  14.50 
宮古 4.00  2.00  2.50  2.50  4.50  6.00  6.50 

八重山 0.00  0.33  1.67  4.33  1.00  3.67  4.67 
那覇市 1.70  1.60  2.70  3.40  4.40  6.00  8.30 

全
国 

患者数 3,694  3,229  3,227  3,544  3,455  3,841  集計中 

定点当 0.96  0.84  0.84  0.92  0.90  1.00  集計中 
※COVID-19 は感染症発生動向調査システム上の警報・注意報の発令基準値は設定されていません。 
※令和７年４月７日の全国的な定点医療機関数の見直しに伴う定点数減少の影響により、保健所ごとの

定点当たり患者報告数については、前週からの増減幅が大きくなっている可能性があります。 
 



図２：県内の７定点医療機関から報告される年齢別入院患者数の推移（直近の 10 週間） 

 
３ 県民の皆様へのお願い：医療機関や高齢者施設内での感染拡大を防止するために 

① 発熱、咳嗽、咽頭痛等の症状があり医療機関を受診する際は、事前予約の上、マスクを着用する

他、医療機関の指示に従い受診しましょう。 

② 症状がある際は、面会等の目的で医療機関や高齢者施設等を訪問するのは控えましょう。 
③ 症状がない場合でも、面会する際は多人数での長時間の面会は避け、マスクを着用しましょう。 

④ 医療機関や高齢者施設等は、施設内の安全対策を講じる義務があります。マスク着用等の指示に

は従うようお願いします。 

⑤ 基本的な感染予防策である「手洗い」「咳エチケット」「換気」等を実施しましょう。これらの

感染予防策はインフルエンザと同様になります。 

 
４ 参考 

○受診医療機関に迷う場合は#7119（あるいは 098-866-7119）にご相談下さい。（24 時間対応） 
https://www.pref.okinawa.jp/bosaianzen/shobokyukyu/1003583/1030828.html 

○休日・夜間の急な子どもの病気については、#8000（あるいは 098-888-5230）にご相談下さい。 
 （平日は午後 7 時～翌朝 8 時、土日祝日は 24 時間対応） 

https://www.pref.okinawa.jp/iryokenko/iryo/1005227/1030038.html 
○沖縄県感染症情報センター「インフルエンザおよび新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の 

流行状況（速報値）」 
 https://www.pref.okinawa.lg.jp/iryokenko/shippeikansensho/1005861/1006484.html 
○厚生労働省「新型コロナウイルス感染症について」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 
○国立健康危機管理研究機構「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）関連情報」 

https://id-info.jihs.go.jp/diseases/ka/coronavirus/index.html 
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新型コロナウイルス感染症「新型コロナ感染拡大準備情報」の発出に係る 
院内感染拡大防止策の周知について（協力依頼） 

 

標記について、感染症発生動向調査による本県の新型コロナウイルス感染症患者が増

加傾向にあるとして、令和７年７月４日に「新型コロナ感染拡大準備情報」を発出する

こととしました。 
つきましては、下記の新型コロナウイルス感染症に関連した院内感染拡大防止策のお

願いについて、各地区医師会及び貴会会員あて周知していただきますよう、ご協力お願

いいたします。 
また、院内への掲示やチェックリスト用等として別紙を作成しましたので、状況に応

じてご活用ください。 
 

記 

 
１．発熱、咳嗽、咽頭痛等の症状を有する職員は確実に休みましょう。 

２．職員はマスクを着用し、手指衛生を心がけるなど感染対策を徹底しましょう。 

３．発熱や咳のある患者と他の外来患者の動線については、可能な範囲で、時間的また

は空間的に分離するなどの対策を行いましょう。 

４．室内人数が増える場所では、換気によるエアロゾル対策を強化しましょう。 

５．N95 マスクやフェイスシールド、ガウンの着用は感染者ケアの状況に応じて必要と

なりますので、在庫の確認をしましょう。 

６．新型コロナウイルス感染症と診断されていない新規の入院または転院患者を受け

入れる場合にも、来院時および過去７日以内に発熱や咳嗽などの症状を本人または

同居者に認めないか確認しましょう。認める場合には、速やかに検査を実施するな

ど、早期診断に努めましょう。また、検査陰性であっても状況によっては疑い例と

して感染対策を講じることもお考えください。 

７．面会者にはマスクを確実に着用させ、体調不良時や多人数での長時間の面会、マス

クがきちんとつけられないお子様の面会は控えるようお願いしましょう。 

別添１



８．スタッフ全体で感染対策について再確認や学び直しをし、自施設のマニュアルの

周知徹底をしましょう 

 

 

 

 

 

  

保健医療介護部地域保健課 
担当：感染症対策班 宮平 仁平 
TEL：098-866-2215 FAX：098-866-2241 



保 地 第 6 7 6 号 

令和 7 年７月３日 
 
 
高齢者介護課長 殿 

 
地域保健課長 

（公印省略） 

 

 

新型コロナウイルス感染症「新型コロナ感染拡大準備情報」の発出に係る

施設内感染拡大防止策の周知について（協力依頼） 
 

標記について、感染症発生動向調査による本県の新型コロナウイルス感染症患者が増

加傾向にあるとして、令和７年７月４日に「新型コロナ感染拡大準備情報」を発出する

こととしました。 
つきましては、下記の新型コロナウイルス感染症に関する施設内感染拡大防止策のお

願いについて、県内高齢者介護施設及び市町村あて周知していただきますよう、ご協力

お願いいたします。 
また、施設内への掲示やチェックリスト用等として別紙を作成しましたので、状況に

応じてご活用ください。 
 

記 

 
１．発熱、咳嗽、咽頭痛等の症状を有する職員は確実に休みましょう。 

２．職員はマスクを着用し、手指衛生を心がけるなど感染対策を徹底しましょう。 

３．室内人数が増える場所では、換気によるエアロゾル対策を強化しましょう。 

４．入所者等に発熱、咳嗽、咽頭痛などの症状を認めたときは、かかりつけ医に相談し

ましょう。また、感染者の発生に備え、かかりつけ医との連絡方法について確認し

ましょう。 

５．N95 マスクやフェイスシールド、ガウンの着用は感染者ケアの状況に応じて必要と

なりますので、在庫の確認をしましょう。 

６．新規入所時やデイケア・デイサービスなどで施設利用時には、過去７日以内に発熱

や咳嗽などの症状を本人または同居者に認めないか確認しましょう。感染後にすぐ

症状がでない潜伏期間もありますので、可能であれば、新規入所者については入所

後５日間程度個室で見守ることもお考えください。症状を認める場合には、検査の

実施について速やかにかかりつけ医とも相談してください。検査を実施し、検査陰

性であっても感染を否定できない場合には、疑い例としての個室管理が原則となり

ます。 

別添２



７．面会者にはマスクを確実に着用させ、体調不良時や多人数での長時間の面会、マス

クがきちんとつけられないお子様の面会は控えるようお願いしましょう。 

８．スタッフ全体で感染対策について再確認や学び直しをし、自施設のマニュアルの

周知徹底をしましょう 

 

保健医療介護部地域保健課 
担当：感染症対策班 宮平 仁平 
TEL：098-866-2215 FAX：098-866-2241 



新型コロナ感染症から入所者等を守るため、

職員の方へ県からの大事なお願い

新型コロナウイルス感染症が

急速に沖縄県で拡がる可能性があります！

□ 全職員が標準予防策を徹底しましょう

□ 手指衛生および咳エチケットが十分できているか、

今一度施設内で確認しましょう。

□ 施設入り口や待合室に入所者・家族向けの咳エチケッ

トや手指衛生のポスター掲示を準備しましょう

□ 自施設の感染対策マニュアル内容を再確認しましょう

□ 新型コロナウイルス感染症に関する勉強会を行い、施

設内職員が実施すべき対策を改めて共有しましょう

沖縄県

新型コロナ感染拡大準備情報！
【流行前に必要な準備】



新型コロナウイルス感染症に罹患した入所者・職員に対する

施設内感染対策について、改めて確認を！

□ 有症状者へサージカルマスクの着用を促しましょう

□ 有症状者はできるだけ個室管理、または他の有症状者と同

室管理を行いましょう

□ 有症状者の咳やくしゃみによる飛沫が予測されるときは、ケ

ア担当者はマスクに加えてアイシールド・手袋・ガウンを着用

しましょう

□ 有症状者の環境周囲の高頻度接触面（ベッド柵・モニター類

のスイッチ）を1日1回はアルコール含有製剤などで清掃・消毒

しましょう

□ 発症した職員は感染性期間（発症後5～7日、解熱後24時間

経過）が過ぎるまで、できるだけ休ませましょう。その後出勤

する場合、発症後10日までは要注意期間として、入所者・職

員との濃厚接触を避けて、マスク着用と手指衛生を強化しま

しょう

新型コロナ感染症から入所者等を守るため、

職員の方へ県からの大事なお願い

新型コロナ感染拡大準備情報！
【流行期に必要な対策】

沖縄県



体調不良時や
多人数、長時間の
面会は控えて！！

沖縄県

施設管理者には、施設内の
安全対策を講じる義務が
あります。
施設内マスク着用・手指衛生
などの感染対策の徹底を
お願いします。

新型コロナ感染拡大準備情報！

新型コロナ施設内感染拡大防止のための県からの大事なお願い

面会時は
マスク着用！


